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ガバナー メッセージ 

ガバナー 森本 芳宣 

基本的教育と識字率向上月間に寄せて 
 

 ９月は基本的教育と識字率向上月間です。世界には貧困や紛争、

学校が近くにない等さまざまな理由から学校に行けない子供（６～１

４才）が約１．２億人、教育の機会が得られず、大人になっても文字の

読み書きができない人が７．７億人以上（１５才以上の６人に１人）いま

す。 

 そうした地域で基本的教育を提供し、識字率を上げれば、諸問題

の解決（貧困の削減、健康状態の改善、地域社会と経済の発展、平和

構築など）の糸口をつかむことができます。 

 「基本的教育と識字率向上」はロータリーの７つの重点分野の１つとなっています。ロータ

リーでは学校を造り図書を贈り、さらには教師を育てるなど世界各地で活動を行っています。 

 私たち日本人は、海外の問題だと思いがちですが、経済協力開発機構（OECD）が行った国

際学習到達度調査によると日本の１５歳の若者の「読解力」は３年ごとの調査で低下し続けて１

５位（OECDは３０か国より構成）となっています。知識や技能等を実生活の様々な場面で直面

する課題にどの程度活用できるか評価されているわけですが、読むことに加え感じて、自分

の考えを言葉や文章で表せるようになることが大切です。 

 インターネット上に不確かな情報があふれる中、正しく情報を選択できるかどうかも問われ

る時代となってきました。そうした能力を若者たちがいかに獲得していくか。彼らをサポート

する日本のロータリークラブもあります。 

 

 

 

 

 

 

  

「行動し、実践することにより、“ロータリーの輪”を広げよう」 

地区スローガン 



 読み書きのできない15歳以上の人の数は、世界に約7億7500万人。これ

は、全世界の成人の17％にあたります。しかも、学校に通っていない子どもは世界に

6,700万人いると言われています。地域社会が自力で学校を支え、教育における性差別を減

らし、成人の識字率を高められるよう支援することが、私たちの目標です。 

基本的教育と識字率向上月間 



学校に行くだけでは識字率は高まら
ない。授業改革に乗り出したロータ
リーのアプローチとは。 

 キャロライン・ジョンソンさん（米国メーン
州、ヤーマウス・ロータリークラブ所属）は、グ
アテマラ中部の山岳部で出会った小学1年の
担任教師から聞いた言葉にショックを受けま
した。この教師は、「グアテマラ識字率向上プ
ロジェクト」に参加する以前、生徒たちが読み
方を覚えるのは「無理だと思っていた」と言
うのです。 

 「その教師はこう言いました。“1日授業をし
なくて済むし、本がもらえ、おいしいランチも
出ると聞いたので喜んで研修に参加したけ
ど、心の中ではまったく無駄な試みだと思っ
ていた”と」。 

 このプロジェクトでは、この教師をはじめと
する100人以上が、8カ月にわたり研修を受
講。まる暗記や書き取りではなく、子どもの思
考力を高める授業のメソッドを学びました。 

 ジョンソンさんはこう続けます。「その教師
は、生徒50人中45人が読み方を覚え、2年生
に進学できたと興奮気味に語りました。参加
し た 教 師 の 90
パーセントが、研
修の効果を確信
するようになり
ま し た。教 師 に
なってよかった
とあらためて実
感し、今では何
かを変えられる
と信じて教壇に
立っています」 

 これまで数十年、識字率向上の取り組みと
いえば、「就学を妨げる要因をなくす」「教材
を提供する」など、子どもたちが学校に通う
ための支援が中心でした。しかし今、専門家
の多くは「それでは不十分」と指摘します。生
徒の学力を伸ばすには、まず授業で教える側
の力を伸ばす必要があるのです。 

通学率よりも学習成果を重視 

 このグアテマラでのプロジェクトや「ネ
パール教員研修イノベーション（NTTI）」など、
ロータリーのプロジェクトは「教える力」を高
めることで、子どもたちの読む力を育ててい
ます。教員への支援に力を入れているのは
ロータリーだけではありません。国連や米国
国際開発庁（USAID）も、教師への援助を重視
した取り組みを行っています。識字能力の向
上は、より良い生活を送るための条件であ
り、「極度の貧困を削減する」という大きな目
標に向けた活動の一環でもあるからです。 

 世界銀行のリードエコノミスト、クエンティ
ン・ウォドンさんは、専門家として、またキャピト
ルヒル・ロータリークラブ（ワシントンＤＣ）のメ
ンバーとして、教育プロジェクトを研究してき
ました。学習の成果を改善したいなら教師を
抜いて考えることはできないと、ウォドンさん
は力説します。 

 「子どもたちの学習効果を上げるには、教
師の存在に幅広く注目すること」とウォドンさ
ん。教師への研修は、世界銀行が定めた8つ
の主要目標のひとつでもあります。ほかの目
標は「教師への期待を明確にする」「優秀な
候補者を集める」「教師のスキルを生徒の
ニーズに合わせる」「教師の基本理念を掲げ
る」「モニタリングする」「継続的にサポートす
る」「モチベーションを高める」 

基本的教育と識字率向上月間 

創造性を通じて子どもたちの参加

を促す方法を学ぶ教師。  



 雑誌『ロータリーの友』は1953年に創刊し、来年70周年を迎えます。創刊70周年を記

念して、2022－23年度は特別企画をお届けします。 

 第一弾は、「バックナンバーでたどる『友』70年」、また、9月号では、そのパート①と

して、創刊前夜1952年から1968年頃までを、当時の記事から抜粋してお届けします。昭

和のロータリーが垣間見えます。 

「2022-23年度『ロータリーの友』手引書」 

 「2022-23年度『ロータリーの友』手引書」をアップしました。毎月届くけど、知っているようで知ら

ない『ロータリーの友』。創刊の経緯から現在に至るまでの歩みをまとめました。『友』と併せてご一読

ください。  https://rotary-no-tomo.jp/tmp/info/tomo_tebiki.pdf 

 毎月届くけど、知っているようで知らない『ロータリーの友』。 創刊の経緯から現在に至るまでの

歩みをまとめました。『友』と併せてご一読ください。  

https://rotary-no-tomo.jp/tmp/info/tomo_tebiki.pdf


ロータリーで持続可能性とは 

 補助金プロジェクトの終了後にも現地の人びとが自力でニーズに取り組めるよ

う、長期的な解決策をもたらすことを意味します。ずっと続く真の変化をもたらすた

めに、「持続可能性」の考え方をすべての活動に取り入れていきましょう。 



【ガバナー公式訪問】  

堺東ロータリークラブ 

  2022年8月2日(火) 

   会長 宮園 文清 

   幹事 竹山 修身 

 

 

 

 

堺泉ヶ丘ロータリークラブ 

  2022年8月2日(火) 

   会長 風元 直行  

   幹事 森  恭一 
 

 
 

 

和泉ロータリークラブ 

  2022年8月3日(水) 

   会長 久保 忠生  

   幹事 桃田 隆彦 

 

 

 

有田ロータリークラブ 

  2022年8月4日(木) 

   会長 井上 修平  

 幹事 上野山 栄作 

 

 
 

岸和田南ロータリークラブ 

  2022年8月4日(木) 

   会長 大谷 孝利  

   幹事 寺山 貴士 



【ガバナー公式訪問】  

岸和田東ロータリークラブ 

  2022年8月5日(金) 

   会長 木戸 伸男  

   幹事 西野 英行 
 

 

 

 

粉河ロータリークラブ 

  2022年8月10日(水) 

   会長 澤田 雅之 

 幹事 中谷 新治 

 
 

 

 

和歌山ロータリークラブ 

  2022年8月16日(火) 

   会長 池内 茂雄  

   幹事 豊田 英三 

 

 
 

堺おおいずみロータリークラブ 

  2022年8月17日(水) 

   会長 松葉 健治  

   幹事 新本 憲一 

 
 

 

 

橋本ロータリークラブ 

  2022年8月18日(木) 

   会長 中谷 英昭   

   幹事 築野 一郎 

 



【ガバナー公式訪問】  

河内長野高野街道ロータリークラブ 

  2022年8月18日(木) 

   会長 浅井 雅宏   

   幹事 木地 茂典 

 

 

 

 

美原ロータリークラブ 

  2022年8月19日(金) 

   会長 武部 純子   

   幹事 脇田 裕行 
 

 
 

串本ロータリークラブ 

  2022年8月23日(火) 

   会長 矢倉 甚兵衞 

 幹事 鎌田 俊彦 

 

 

 

 

岩出ロータリークラブ 

  2022年8月25日(木) 

   会長 岡 正孝 

 幹事 宮井 典子 

 
 

 

和歌山城南ロータリークラブ 

  2022年8月25日(木) 

   会長 前田 浩二 

 幹事 宮本 政幸 



【ガバナー公式訪問】  

高野山ロータリークラブ 

  2022年8月26日(金) 

   会長 髙井 知弘  

   幹事 藤田 光寛 

 

 

 

 

松原ロータリークラブ 

  2022年8月30日(火) 

   会長 岡田 安司   

   幹事 楠原 正之 

 
 



【RIニュース】 

秩序と親睦で結ばれて 

国際ロータリー会員調査の結果からロータリーの現状と 

今後の方向性を探る 

1921年にエジンバラ（スコットランド）で開かれた年次大会で、ポール・ハリスは次のよ

うに言いました。「ロータリーの原動力は親睦です」。今のロータリー会員たちもうな

ずきます。 

 ロータリー会員を対象とした最近の年次調査で、回答者の45％が、ロータリーにとどまり続
ける理由として「友情」を挙げています。 また、ロータリーを通じて友人とのつながりを維持
できることについては、84％が「満足している」と答えています。ことでしょう。 

 ロータリーが全会員を対象に毎年実施する調査の目的は、このような情報を集めることで
す。 。地域レベルでは、この情報を活用してクラブと地区が入会への関心を高め、会員の参加
をさらに促進することができます。 

 【次ページへ】 



なぜクラブにとどまるのか 

●ロータリー会員の93％が、今後12月中旬にクラブに留まり続ける可能性が「ものすごく高い」
（78％）または「たぶん留まる」（15％）と回答 

●61％が、クラブは地域社会に貢献したと思うと回答 

●2021年10月までの12月中にロータリー会員がボランティアを行った合計時間数は4,820万時間 

●ロータリアンの59％がプロジェクトの構想、ボランティア活動、寄付を通じてグローバル補助金に
参加 

なぜ退会するのか 

●2016年に入会したロータリアンのうち、61％が2020年までに退会 

 その理由 

・自分の価値観とクラブの価値観が合わない 

・クラブが地域に貢献していない 

・会費 

・個人的な事情 

・クラブ内での対立 

・時間的拘束 

・ロータリー会員の53％が、クラブでの会費の使い道は「かなり知っている」と回答 

データから学んだこと 

 新会員の積極的な参加を引き出す方法：例会
でなんらかの役割を担当してもらう、ほかのクラ
ブ会員に紹介する、委員会やプロジェクトでリー
ダーの役割を考えることを勧める。 

●会費が負担となっている場合、会費を減額す
るか、柔軟な会員種別の選択肢を提供する。 

●親しい仲間のグループ以外の人びとに入会を
誘うことで、会員基盤を多様化する。 

●クラブでの居心地がよければよいほど、ロー
タリー会員としての満足感も高まっています。 



 マクマリー・ロータリークラブ（米国ペンシルバニア州）
会員であるステファニー A. アーチック氏が、会長指名
委員会により2024-25年度国際ロータリー会長に選ばれ
ました。アーチック氏は女性として史上二人目の国際
ロータリー会長となります。対抗候補者が出なければ、
10月1日に会長ノミニーとして宣言されます。  

 新型コロナウイルスの大流行、気候変動による災害、
多くの地域での紛争など、世界が非常に大きな課題に直
面する中で、これらの課題を乗り越えるためのビジョン
とプランをロータリーが提供できると、アーチック氏は言
います。 

 「危機的な課題を乗り越え、解決するためにロータリーのリーダーたちが取る措置
は、組織を強くし、将来の出来事に対する組織の回復力を高めるもの」とアーチック
氏。「このような重要なリーダーシップは、奉仕し、危機を解決するためにロータリア
ンが行動人として力を合わせるなら、それがライバル同士であっても、新しいレベル
の協力を生み出します」組織再編を優先することが極めて重要だと、アーチック氏
は言います。 

 「ロータリーは200以上の国と地域で活動しています。ロータリアンが協力して奉
仕や高潔性の推進、世界理解と親善、平和の推進に取り組む上で、地域差が及ぼす
影響を理解し、それに対応することで、ロータリーはより効率的、効果的になる可能
性を秘めています。そのことを認識することがとても大切です」 

 アーチック氏は、コンサルティングと研修を専門とするDoctors at Work LLC社の
共同経営者兼最高執行責任者です。ペンシルベニア州立インディアナ大学でリー
ダーシップ学の博士号を取得。地域社会で数々の団体の理事を務め、Zonta Inter-
nationalやSons of the American Revolutionといった団体から表彰されています。 

 1991年にロータリー入会。ベトナムに赴いて小学校建設を援助したほか、ドミニカ
共和国では浄水フィルタの設置を援助。複数のスラブ系言語を学び、ウクライナの新
ロータリアンへのメンタリングやポーランドでのロータリー財団補助金プロジェクトの
調整役もこなしました。 

 ロータリーでは、理事、財団管理委員、RI戦略計画委員長、財団100周年祝賀委員
長を歴任。現在は選挙審査委員会と運営審査委員会の委員を務めています。ロータ
リー財団のメジャードナー、遺贈友の会会員。 

【RIニュース】 

2024-25年度国際ロータリー会長にステファニー A. 

アーチック氏（米国）を選出 



医療従事者に感謝の気持ちを伝えよう 
 

新型コロナウイルスの世界的流行が始まって

以来、医療従事者は私たちの安全を確保するた
めに、多大な時間とエネルギーを捧げてきまし
た。予防接種、検査、感染状況の把握、患者の手

当など、ときには自分の健康をリスクにさらして
取り組んでいます。 

 現在もコロナ禍が続く中、ロータリーは医療

従事者に対する感謝の気持ちを伝えたいと感
じています。そこで、新型コロナウイルスに関す
るロータリーのタスクフォースは、2022年8月21～27日を「医療従事者週間」（Health Care 
Workers Week）と定めました。ロータリークラブとローターアクトクラブは、この機会に、クラ

ブや地域社会における医療従事者の貢献を称えることが奨励されています。感謝の気持
ちを伝える方法はさまざまですが、まずは地元の医療従事者と話をし、どのような支援が
必要とされており、ロータリー会員としてどのように対応できるかを知ることから始めるこ

とができるでしょう。 

個人として、またはクラブとして、次のようなことを実行できます。 

・医療施設や保健局に感謝状を送る 

・医療施設やイベントでのボランティア活動を行う 

・医療従事者を紹介する手紙を地元メディアに送り認識向上を図る 

・ソーシャルメディアで医療従事者への感謝の気持ちを伝える 

・例会や行事で、医療に従事しているクラブ会員を称える 

・近くの医療施設に食事やお菓子を提供できないか尋ねてみる 

・地元の医療従事者を称え、感謝の意を表するために、以下のテンプレートを使用できます。
そのような・活動を行った場合は、ロータリーショーケースでご紹介ください。 

 地域社会が繁栄するには、充実した医療制度と医療従事者が不可欠です。医療従事者の

支援、予防接種の推進、科学に基づく情報の共有、医療従事者との協力は、ロータリーのイ
ンパクトを高め、末永い変化をもたらすというロータリーのビジョン達成を後押しするもの

です。 

【RIニュース】 



ロータリーでの女性の活躍を支援した会員を称える新しい賞 
 

「シルビア・ウィットロック・リーダーシップ賞」は、ロータリーにおける女性の活躍の促

進に尽力した、毎年1名のロータリー会員を称える賞です。この賞は、2017年に会員の

グループによって設立され、初の女性ロータリークラブ会長となったシルビア・ウィット

ロック氏にちなんで名づけられました。ウィットロック氏は、ロータリーを通じて世界中

の女性のため、変化の先頭に立ってきました。2021年、国際ロータリー理事会は、同賞

を正式なRIの賞とすることを決定しました。 

2022-23年度より、会員であれば誰でも、会員義務を果たしているほかの会員を推

薦することができます。推薦期間は毎年8月1日～9月30日です。ロータリーにおける

女性の活躍の促進に尽力した方をご存知の方は、ぜひ本賞にご推薦ください。 
 

 

 
 

ロータリー、キワニス、ライオンズ、オプティミストが 

合同で奉仕週間を実施    

 9月11日～17日の週、国際ロータリー、国際キワニス、ライオンズクラブ国際協会、オ

プティミスト・インターナショナルが、合同で世界中の地域社会を祝います。四つの主

要奉仕団体によるこの合同の取り組みは、今年で2年目となります。 

 ロータリークラブとローターアクトクラブ

は、地域社会に長期的なインパクトをもたら

すために、地元のライオンズクラブ、キワニス

クラブ、オプティミストクラブとの合同活動

を実施することが奨励されています。まず

は、地元のほかの奉仕団体や自治体に働き

かけ、協力して地域社会のニーズを調べて、

それに取り組むプロジェクトを立案しましょ

う。 

 皆さまの地域で合同活動を実施した場合

には、ハッシュタグ「#CelebrateCommunity」

を使ってソーシャルメディアに投稿し、ロータリーショーケースでもご紹介ください。 

  

【RIニュース】 



ロータリーと平和部隊のパートナーシップ記念行事  
 9月19日～23日は第2回「Rotary-Peace Corps（ロータリーと平和部隊）週間」です。

昨年に引き続きこの行事の主催者となる「Partnering for 

Peace」は、ロータリー会員と平和部隊参加経験者のボラン

ティアによるグループで、ロータリーと平和部隊の公式パート

ナーシップを通じてインパクトをもたらすため熱心に活動して

います。 

 この行事は9月19日のパネルディスカッションから始まり、その後で、示唆に富む対

談、プロジェクト事例紹介、平和部隊コミュニティと協力するための実践的なヒントを

含むバーチャルイベントが開催されます。  

 「Rotary-Peace Corps（ロータリーと平和部隊）週間」には、平和部隊参加経験者

のボランティアをクラブ例会に招待したり、奉仕プロジェクト、親睦の時間、ネットワー

クづくりのための交流を実施したり、ニュースレターやソーシャルメディアでパート

ナーシップを広報したりすることができます。 

ロータリーとPeace Corpsには、世界中の開発プロジェクトの効果を高めるために、

リソースや知識を共有してきた何十年にもわたる長い歴史があります。 2014年に初

めて正式に締結されたこのパートナーシップを通じて、両団体は共に、貧困、非識字、

疾病、安全な水や衛生設備へのアクセス欠如など、暴力や紛争の根本にある要因に

取り組むことで、人びとの生活を改善し、より強い地域社会を築くことを目指していま

す。ロータリー会員と、活動中および帰国したPeace Corpsボランティア（RPCV）が協

力することで、親善と国際理解を育み、世界中で地域社会の能力を高めることができ

ます。 協力活動の機会として、地域プロジェクトの支援、研修、ネットワーク構築、地域

社会での啓発活動などが挙げられます。 

 

2023年ロータリー国際大会の分科会提案を募集 
 紹介したいアイデアやプロジェクトはありま
すか？オーストラリアのメルボルンで開催され
る2023年国際大会で発表しませんか？国際大
会では、インスピレーションを与え、新しいスキルを学び、会員増強やプロジェクト、ファ
ンドレイジングなどのアイデアを得ることのできるさまざまな分科会が催されます。  

 ロータリーの多様性を実体験できるような分科会の提案を、ぜひお寄せください。 
提案書は2022年9月30日（金）までにこちらからご提出ください。  

 ご質問は、conventionbreakouts@rotary.orgにお問い合わせください。 

【RIニュース】 

mailto:conventionbreakouts@rotary.org


青少年交換 第1回派遣候補生オリエンテーション 

【地区活動報告】 

 地区青少年交換委員長 豊岡 敬 

 

 新型コロナウィルス感染症の世界的な感染流行によって、当地区では青少年交換を

2年間停止していました。現在、2023-2024年度に長期交換を実施するべく準備を進め

ています。以前は、10月頃に派遣候補生の選考を行っていましたが、予防接種等に大変

時間を要することから、本年度は前倒しスケジュールを進め、7月24日に選考試験を行

い、3名の派遣候補生を決定致しました。 

 8月21日には、第1回派遣候補生のた

めのオリエンテーションを実施致しまし

た。当日は、青少年交換のOB/OGであり

ます、ROTEXのメンバーにも参加頂き、お

手伝いして頂きました。経験者の立場か

ら派遣候補生に対し色々と経験談とかア

ドバイスをして頂きました。3名とも派遣

希望先が、アメリカ・カナダでありました

ので、今後アメリカを中心に相手国と交渉をしていく予定です。 



 【次ページへ】 





ロータリークラブの魅力は、職業やビジネスで活躍する会員と出会い、いっしょに

リーダーシップを発揮しながら、地元のために活動できることです。例会で情報を

学んだり、アイデアを持ち寄って奉仕プロジェクトを計画したり、楽しく活動する中

で生涯にわたる友情が育まれるでしょう。以下をはじめ、さまざまな方法でクラブ

に積極的に参加してみましょう。 

ロータリークラブへの入会は、職業人や市民リーダーの世界的ネットワークの

一員となること。ロータリーの会員は、クラブの枠を超えて海外の会員と交流

したり、リソースを寄せあって国際奉仕活動も行っています。 







第1地域 コーディネーター補佐 

 福井 敬悟（札幌手稲） 

 ポール・ハリス語録から
「ロータリーの原動力は友
情です」「ロータリーは友情
の扉です。みんなのために
扉を開け放ちましょう」 

 親睦と奉仕はロータリー
の基本ですが、全てのロー
タリアンが世界中あらゆる
分野でFellowshipを拡大す
ることが、世界の平和の礎
を築くことに貢献します。 

 今月はロータリー親睦活動月間ではありません
がクラブの枠を超えた活動を3つご紹介します。 

 1つ目は若くてパワフルな力、ローターアクトの活
動です。2022年9月3日～4日 北海道赤平市にて、
「D2580・東 京 ワ セ ダ RAC」「D2680・豊 岡 RAC」
「D2510・赤平RAC」の3つのローターアクトクラブが
合同例会を企画しました。内容は「みつばちホテル
製作」等、みつばち保護を中心とした、自然環境保
護への活動です。 

 まさにDEIを大切にした、国際奉仕PJです。日本で
の「みつばち」への取組は2680地区が力を入れて
おり、第34回全国RAC研修会でも発表されました。
今回の例会講師は、D2680RACの阪本渚子さん、木
本千春さんです。このように地区やエリアを超えて
共に活動することも、Imaginationが更に豊かにな
り、Realizationが実ると体験できます。（D2510 赤平
RAC 長谷川大介記） 

 2つ目は世界のロータリアンのスキー愛好家が集
うISFR（International Skiing Fellowship of Rotari-
ans)です。 

 1974年に創立され、今や会員数は500名を超え
る世界組織。この度、日本で初めて支部を設立し、
スキー大会を日本に誘致することが決まりました。
世界中のロータリアンとスキーを楽しみ、パー
ティーやイベントを通じて親交を深める、そんな一
週間が日本で実現します。今シーズン、D2510・俱知
安RCの協力を得て、ニセコで開催予定です。 

たまたま知り合ったアリソンさん（米Ames RC）が
ISFRの会長だと知り、日本で開催しようと意気投
合、幾多の調整を重ねてここまでやってきました。
世界のロータリーを体験できる取り組みの一つとし
て、皆様にご参加頂けることを楽しみにしていま
す。詳細は近日中に公表予定です。 

（ISFR日本支部支部長・日本誘致責任者 吉田弘和 
東京麹町RC 記） 

 3 つ 目 は 世 界 の バ イ ク 愛 好 家 が 集 ま る
International Fellowship of Motorcycling Rotari-
ans(IFMR) です。 

 2021年8月1日IFMRに登録し、日本支部を北海道に
設立。Facebookに例会案内、活動をアップして広報
活動をしています。北海道はバイクに乗れる期間は
半年程ですが、春夏秋、自然に恵まれた広大な大地
をダイナミックに駆け巡る事ができるライダーに
とって憧れの快走ツーリングスポットです。昨年は新
型コロナウイルスの蔓延で1回の例会でシーズンを
終えましたが、2022年は会員も60名程となり地区
を超えた合同例会を開催して親睦を深めていま
す。8月にはD2720大分キャピタルOliOliロータリー衛
星クラブメンバーが来道し合同のツーリングが行わ
れます。今後は、北海道のみならず全国各地での例
会を行うなどロータリアンライダーのプラットフォー
ムになるよう活動します。 

（D2500 PDG松田英郎記） 

 ロータリーは例会を通して、お互いに切磋琢磨
し、自己研鑽することでロータリーの説く本来の親
睦が一層深まることが重要ですが、ロータリーの活
動はクラブの枠を超えた友情に基づく世界的な
ネットワークの中で育まれる奉仕活動、親睦活動に
目を向けて頂ければと思います。 

 

３地域合同 

「公共イメージ向上オンラインセミナー」報告 

第1地域 公共イメージコーディネーター補佐 

 寺嶋 哲生（柏RC） 

 2022年7月30日Zoomにて３地
域合同による「公共イメージ向
上セミナー」が開催されまし
た。各地区ガバナーや公共イ
メージ向上委員長始め、地域
コーディネーターと同補佐、日
本事務局を含む総勢約150名の
参加を頂きました。 

 冒頭、佐藤芳郎RI理事から
「全地区・全クラブがポリオデー
に趣向を凝らしたイベントを開催してロータリーの
ブランドイメージの向上を目指し、再び日本単独で
３つのゾーンを復活させよう」とのご挨拶を賜りま
した。次いで、R2服部陽子RPICから「公共イメージの
重要性」・R1井原實RPICから「ロータリーブランドとロ
ゴの重要性」・R3丸尾研一RPICからストーリーテリン
グ「私とロータリー」と題する講話を頂きました。 

   
 【次ページへ】 



 続いて「世界ポリオデーに向けての取組」と題し
て具体的な事例の発表が行われ、R2桑澤一郎
ARPICから「世界ポリオデーのポータルサイト」・R3
深尾兼好ARPICから「ポリオ根絶フォトコンテスト」に
関する説明を頂きました。 

 更に各地区で企画されている実例として、2720
地区堀川貴史ガバナーから「熊本マチナカ音楽
祭」・2750地区田嶋諒一実行委員長から「END PO-
LIO Bicycle Campaign 2022」・宮崎陽市郎ガバナー
エレクトおよびR2神野正博ARPICから「END POLIO 
Cycling Challenge 2750」・2770地区橋本和久実行
委員長から「第2回ポリオ根絶チャリティークラシッ
クカーラリー」・2600地区片貝雅彦実行委員長から
「信州ブレイブウォリアーズ戦応援とポリオ根絶」に
ついての紹介を頂きました。 

 質疑応答の時間では、2760地区伊藤靖祐R2 
ARRFCからポリオデーに行う事業の目的について
の問いかけがあり、それにし対て佐藤芳郎RI理事・
三木明TRF管理委員から「公共イメージの向上と共
にファンドレイジングである」とする旨のご示唆を頂
きました。 

 セミナーの最後に三木明TRF管理委員から講評
を賜り、充実したセミナーを実施した主催者に対す
る謝辞と共に、「改めてロータリーには具体的な行
動が求められている事を実感した」とのお言葉を頂
きました。 

 参加者からは、公共イメージの向上の必要性に対
する理解が進み、ポリオデーの企画立案に関する
有益なヒントを得られたなどの感想が寄せられ、充
実したセミナーを実施できたものと思われます。 

 

第3地域RRFCの抱負 

第3地域 R財団地域コーディネーター 

 永田 壮一（熊本城東RC) 

  今年7月から２年目の第3地域
RRFCを迎えました。１ 年目の
RRFC就任前にズームによるRLGI
（Regional  Leaders  Global  In-
stitute）を受講し、地域リーダー
の役目を履修し、３名のARRFCを
任命させていただきました。 

  ロータリー財団地域コーディ
ネーターはロータリアンが財団補助金による奉仕に
積極的に参加し、寄付目標を達成できるように支援
し、ロータリーの最優先事項であるポリオプラスに

対しポリオ根絶コーディネーター（EPNC）と協力して
ポリオ根絶活動に対する認識を深め寄付を呼びか
けること、の３つが主な役割です。 

  昨年度は、コロナ蔓延の中、皆様にはロータリー
活動が多く制限されました。さらに2月にはロシアに
よるウクライナ侵攻もあり、かつて私たちが経験し
たことのないような大きな出来事が起こってしま
い、未だ継続中であります。この中にあり、ロータ
リー財団が4月30日までウクライナ専用としたロー
タリー災害救援基金への支援は1,500万ドルを超
え、日本からも300万ドルを超える寄付が集まりまし
た。本当にありがとうございました。このような緊
急事態の中でも多くの支援活動が行われること
は、やはりロータリアンの持つ５つの中核的価値観
の賜物だと感激した次第です。ウクライナへの人道
支援にはまだ余裕があります。ぜひ各地区で人道
的支援のご検討をいただければと思います。 

 さて、今年度は佐藤RI理事の号令一下、10月24日
の「世界ポリオデー」に向けて各地区で様々な趣向
を凝らしたイベントが考えられています。この中で、
やはり今までと少し違った動きが大きな潮流になろ
うとしています。それは、各地域でロータリーコー
ディネーターチーム、ロータリー公共イメージコー
ディネーターチーム、ロータリー財団地域コーディ
ネーターチーム（ポリオ根絶コーディネーター、恒久
基金/大口寄付アドバイザーを含む）が横の連絡を
取り合って、担当の地区や地区内クラブを支援する
動きが大きくなってきていることです。もとより、各
コーディネーター、コーディネーター補佐の皆様は
素晴らしい地域リーダーの方ばかりです。地域コー
ディネーターが一緒になって日本のロータリーをさ
らに大きく発展させていくことができれば嬉しい限
りです。 

 最後に、昨年は第3地域の年次基金寄付額は前年
比+23％でした。今年はさらに伸ばして参ります。ま
た、残念ながら「年次基金寄付ゼロクラブゼロ」が
第3地域において達成できませんでした。今年は必
ず達成できることをお約束して抱負といたします。 







国際ロータリー 

第2640地区 ガバナー事務所  

 

〒640-8331  

和歌山市美園町3-34 けやきONE 301号室  

TEL（073）426-2640  

FAX（073）426-2660 

e-mail : mor imoto@rid2640g.com 

JR和歌山駅西口から徒歩7分  

阪和道、和歌山インターから約10分 

 

   ガバナー月信の表紙写真、活動の情報をお寄せください。 

 ガバナー月信は、地区と地区内クラブの情報交流を促進し、各クラブの運営、活動に
活かせてもらうため、情報収集に努めています。皆様のご協力をお願いします。 

 お寄せいただける活動情報は、文書面、 資料、写真をメールでガバナー事務所へご
送付ください。 また、毎号の表紙写真もご提供ください。 

 ガバナー月信は、国際ロータリー、地区、クラブの情報をとりまとめ、掲載情報の収集
等、紙面の充実に努めてまいります。 皆様のご協力をお願いします。   

地区IT・ガバナー月信委員会 


